
 

 

 

 

 

 

 

 

職場における熱中症予防対策の徹底を推進 

～「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」展開中～ 

 

気温と湿度が上昇するこれからの季節は、職場においても熱中症が発生しやす

くなり、熱中症予防対策を講じることは極めて重要です。 

茨城県内の熱中症による死亡災害は令和３年に１人、令和４年に３人、令和５

年に１人、令和６年に３人と４年連続で発生しており、十分な警戒が必要です

（別添１）。 

熱中症による休業４日以上の死傷災害は、令和６年に44人発生し、前年比で

+14人と大幅に増加した結果、茨城県内での過去最多人数を更新しています。発

生月別では７月が23人と最も多く、次に８月が14人となっており、この時期に集

中して発生する傾向にあります (別添２）。 

これらを踏まえ、茨城労働局（局長 佐藤 悦子）では、職場における熱中症予

防対策を徹底するため「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」＊１を５月か

ら９月まで展開し、当該キャンペーン期間中の７月を重点取組期間として、暑さ

指数（ＷＢＧＴ値）＊２の把握や作業時間の短縮などの熱中症予防対策について、

事業場及び関係労働者に対し周知・啓発を行います（別添３）。 

＊１ 「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」では、①暑さ指数（WBGT）の把握とそ

の値に応じた熱中症予防対策を適切に実施すること、②熱中症のおそれのある労働者を

早期に見つけ、身体冷却や医療機関への搬送等適切な措置ができるための体制整備等を

行うこと、③糖尿病、高血圧症など熱中症の発症に影響を及ぼすおそれのある疾病を有

する者に対して、医師等の意見を踏まえた配慮を行うこと、を重点としています。 

＊２ 暑さ指数（ＷＢＧＴ値）とは、暑熱環境による熱ストレスの評価を行う暑さ指数で、

乾球温度・自然湿球温度・黒球温度から算出する数値のことです。 

 

別添１ 茨城県内における熱中症による死亡災害発生状況 
（令和４年～令和６年） 

別添２ 茨城県内における熱中症による死傷災害発生状況 

別添３ ｢ＳＴＯＰ！熱中症クールワークキャンペーン｣リーフレット 
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№
発生年月
時間帯

職 種 
年齢 

経験年数
事業の種類 災害の概要 

№１
令和４年６月
10時から11時

作業者 
50歳代 
16年

土木工事業

　国道の歩道脇において、コンクリートブロックの設置
作業中、めまいの症状を示したため、休息したものの回
復しないまま意識不明となり、病院に搬送されたが、約
２か月後、熱中症の疑いで死亡した。 
 当日の最高気温は37.1度を記録していた。

№２
令和４年７月
10時から11時

作業者 
20歳代 
１年

その他の建
設業

　太陽光発電所建設工事現場で、朝から太陽光発電施設
の架台組立、パネル設置の作業を行っていたが、午前の
休憩後に体調不良となり病院に搬送され、翌日、熱中症
の疑いで死亡した。 
 当日の最高気温は34.4度を記録していた。

№３
令和４年８月
15時から16時

販売店員 
50歳代 
11年

小売業

　ガソリンスタンドにおいて、午前中から給油、洗車作
業を行い、午後になって洗濯したウエスを干す作業をし
ていたところ、倒れているのを発見された。病院に救急
搬送されたが熱
中症の疑いで死亡した。 
 当日の最高気温は36.1度を記録していた。

№４
令和５年７月
14時から15時

作業者
20歳代
０か月

土木工事業

　駐車場の舗装工事において、午前8時から資材等を運搬
する作業に従事していたが、午後2時頃に気分が悪くな
り、車内で休憩していた。その後、病院へ搬送されたが
熱中症の疑いで死亡した。
　当日の最高気温は32.0度を記録していた。

№５
令和６年７月
17時～18時

作業者
40歳代
１か月

農業
　畑の除草後、体調不良となり、病院へ搬送したが、数
週間後に熱中症により死亡した。
　当日の最高気温は37.2度を記録していた。

№６
令和６年７月
11時～12時

作業者
40歳代
25年

その他の事
業

―その他

　道路の測量中、急に気分が悪くなったため、救急搬送
されたが、熱中症により18日後に死亡した。
　当日の最高気温は33.4度を記録していた。

№７
令和６年８月
12時～13時

その他の職
種

60歳代
50年

特定貨物自
動車運送業

　被災者は、トラックの荷台から荷物を下ろしていたと
ころ、急に気分が悪くなり倒れこんだため、救急搬送さ
れたが、熱中症により死亡した。
　当日の最高気温は32.6度を記録していた。

茨城県内における熱中症による死亡災害発生状況（令和４年～令和６年）

iitsukan
フリーテキスト
 別添１
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1 1 1 3 1 3

13
10 11

27 26

21

13

35

30

44

0

1

2

3

4

5

0

10

20

30

40

50

H27年 28年 29年 30年 R1年 2年 3年 4年 5年 6年

熱中症発生件数

休業4日以上
(左軸)

死亡災害(右軸)

iitsukan
フリーテキスト
 別添２



（R７.２）

iitsukan
フリーテキスト
 別添３





iitsukan
フリーテキスト
 別添４





